
令和３年４月８日（木）
第１８回奈良県新型コロナウイルス感染症対策本部会議

新型コロナウイルス感染症
感染拡大への県の対策
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Ⅰ 基本方針の確認

感染者急増への対処
全国的に３⽉以降、再び感染者が増加しています。
特に大阪府、兵庫県及び宮城県では、４月１日、「ま
ん延防止等重点措置」の適用が決定されました。
本県でも、３月下旬以降、感染者が急増しています。
本県としては、この状況に対処すべく、早急に医療提
供体制を拡充するとともに、県⺠の皆さまに感染を拡
げない⾏動をお願いし、全⼒で命を守る取り組みを進
めます。
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Ⅰ 基本方針の確認

１．医療提供体制の確保は、最重点の課題です。
本県では、「感染者を早期発⾒・即時隔離し、感染され

たすべての⽅に⼊院治療、宿泊療養を提供する」との⽅針
のもと、病床、宿泊療養室の確保に全⼒で取り組むととも
に、感染防止と重症化予防につとめます。

２．新型コロナウイルスは、症状が現れなくても感染する
ことがある難敵です。
そのため、「感染経路の類型を明確化し、類型に応じた

明確な注意をする」ことにより拡大を防ぐとの方針のも
と、感染経路の分析を進め、わかりやすく、的を絞った
「うつらない・うつさない」ための対策を呼びかけます。
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Ⅱ 最近の感染状況と注意事項
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週別新規感染者数 対前週比

約2倍

３月下旬から新規感染者数が急増
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Ⅱ 最近の感染状況と注意事項

4/5から4/7の
3日間



大阪府と奈良県の週別新規感染者数比較
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大阪府の感染動向と同傾向で推移
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Ⅱ 最近の感染状況と注意事項



発表段階で感染経路不明のものについても
その後の調査によりできる限り経路明確化に注力しています

大阪滞
在歴
あり
91名
41%

県外
（大阪以外）
滞在歴あり
29名
13%

県内外出のみ
95名
43%

外出歴確認できず
5名 2%

3月以降
3/1～4/4
（220名）４/４までの全感染者3,９５２名のうち

発表時1,８20名→現在1,366名
（454名判明）

感染経路「調査中」事例の整理状況

3月以降(3/1～4/4)594名のうち
発表時252名→現在220名

（32名判明）

1次感染の
可能性が高い
と推定

2次感染の
可能性が高い
と推定
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Ⅱ 最近の感染状況と注意事項



1次感染者は、大阪由来が大半
1次感染者の分析

大阪に行って
感染

217名
64%

大阪から来た人から感染
38名 11%

その他
84名
25%

第3波
10/26～2/28

（339名）

大阪に行って
感染
40名
66%

大阪から来た人から感染
6名 10%

その他
15名
25%

3月以降
3/1～4/4
（61名）
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Ⅱ 最近の感染状況と注意事項 （１）大阪由来の一次感染

「STOP︕感染拡⼤」
緊急メッセージ

①大阪市での飲食・
カラオケは控えましょう

③余暇は県内で。
屋外や、感染防止対策が
とられている場所が安全
です。

②通勤や通学などで
大阪市へ⾏く場合も、
寄り道しないで、
まっすぐ帰りましょう



⼤阪に⾏って感染した40名のうち、
４割は飲食・カラオケ等で感染

大阪に行って感染した40名の感染経路

Ⅱ 最近の感染状況と注意事項 （１）大阪由来の一次感染
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飲食・カラオケ等, 
16名, 40%

職場, 9名, 
22%

学校, 6名, 
15%

高齢者施設, 
2名, 5%

障害者施設, 
2名, 5%

車内, 2名, 5%
劇場・ライブ会場, 2名, 5% ジム・スポーツ等, 1名, 3%

※高齢者施設、障害者施設の各２名は施設従業者

「STOP︕感染拡⼤」
緊急メッセージ

①大阪市での飲食・
カラオケは控えましょう

③余暇は県内で。
屋外や、感染防止対策が
とられている場所が安全
です。

②通勤や通学などで
大阪市へ⾏く場合も、
寄り道しないで、
まっすぐ帰りましょう



10代, 8名, 
20%

20代, 12名, 
30%30代, 

5名, 
12%

40代, 5名, 
12%

50代, 7名, 
18%

60代, 2名, 5%
70代, 1名, 3%

年代別にみると、50代以下が約９割を占めている
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Ⅱ 最近の感染状況と注意事項 （１）大阪由来の一次感染

大阪に行って感染した40名の年代内訳

約9割 「STOP︕感染拡⼤」
緊急メッセージ

①大阪市での飲食・
カラオケは控えましょう

③余暇は県内で。
屋外や、感染防止対策が
とられている場所が安全
です。

②通勤や通学などで
大阪市へ⾏く場合も、
寄り道しないで、
まっすぐ帰りましょう



居住地別に見ると、
大阪にアクセスしやすい地域での感染が多い
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Ⅱ 最近の感染状況と注意事項 （１）大阪由来の一次感染

大阪に行って感染した40名の居住地内訳

奈良市, 
9名, 
22%

生駒市, 
7名, 
17%

香芝市, 
6名, 
15%北葛城郡, 3名, 7%

生駒郡, 2名, 5%

大和郡山市, 
2名, 5%

大和高田市, 
2名, 5%

橿原市, 2名, 5%

天理市, 3名, 8%
五條市, 3名, 8% 宇陀市, 1名, 3%

「STOP︕感染拡⼤」
緊急メッセージ

①大阪市での飲食・
カラオケは控えましょう

③余暇は県内で。
屋外や、感染防止対策が
とられている場所が安全
です。

②通勤や通学などで
大阪市へ⾏く場合も、
寄り道しないで、
まっすぐ帰りましょう
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「STOP︕感染拡⼤」緊急メッセージ
③余暇は県内で。屋外や、感染防止対策が
とられている場所が安全です。

「STOP︕感染拡⼤」緊急メッセージ
②通勤や通学などで大阪市へ⾏く場合も、
寄り道しないで、まっすぐ帰りましょう

「STOP︕感染拡⼤」緊急メッセージ
①大阪市での飲食・カラオケは控えましょう

Ⅱ 最近の感染状況と注意事項 （１）大阪由来の一次感染



2～5次感染者は、引き続き家庭内感染が多い
2～5次感染者の分析

家庭
745名
54%

友人と飲食・
カラオケ等
181名 13%

職場
108名
8%

福祉施設等
232名
17%

病院内
45名
3%

その他
76名
5%

第3波
10/26～2/28
（1,387名）

家庭
138名
44%

友人と飲食・
カラオケ等
54名 17%

職場
37名
12%

福祉施設等
13名
4%

病院内
51名
16%

その他
20名,6%

3月以降
3/1～4/4
（313名）
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Ⅱ 最近の感染状況と注意事項 （２）家庭内感染

➢「STOP︕感染拡⼤」緊急メッセージ④へ



これまでの事例から、家庭の感染リスクが判明した後、次のよ
うな対策で、家庭内での感染を抑える効果が確認されていま
す。
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Ⅱ 最近の感染状況と注意事項 （２）家庭内感染

「STOP︕感染拡⼤」緊急メッセージ
④ 家族に風邪症状の人がでたり、勤務先など
で陽性者がでたら、できるだけ、家族と生活
を分離しましょう
・食事や寝るときも、家族と別々で
・タオルや食器を、家族と共用しない
・お風呂は、ご本人が最後に入る



3月以降に発生したクラスターは、福祉施設１件、病院２件、公務職場２件。
3月以降に発生したクラスター事案(4/7時点) ※は奈良市所管
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Ⅱ 最近の感染状況と注意事項 （３）クラスター対策

№№№№

初発初発初発初発

発表日発表日発表日発表日

事案事案事案事案 所在地所在地所在地所在地

感染感染感染感染

者数者数者数者数

内訳内訳内訳内訳 要因要因要因要因

37 3月16日

認知症高齢者

グループホーム

（友楽苑）

御所市 ８名 入居者4、職員４

施設での食事、入浴及び

日常での介護を通じて感

染

38 3月16日

医療機関

（平尾病院）

橿原市 9名 患者5名、職員4名

マスク等の感染防護具の

着用不十分

39

※

3月26日

医療機関

（沢井病院）

奈良市 51名

医師１、看護職員17、

医療技術者8、入院患

者21、退院患者1、

事務員3

調査中

40 3月22日 行政機関の施設 大和郡山市 12名 職員12

特定の部屋での執務等

による感染拡大

41

※

3月30日

奈良県庁福祉医

療部長寿・福祉

人材確保対策課

奈良市 7名

職員7

他に同一フロア（本

庁舎3階）で職員20

名の感染者が発生

調査中

➢「STOP︕感染拡⼤」緊急メッセージ⑤⑥へ



クラスターが発生した場合は、
・ 当該集団内での更なる感染拡大をくい止めること
・ 当該集団内から集団外へ感染が連鎖するのを阻止すること
が必要です。
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Ⅱ 最近の感染状況と注意事項 （３）クラスター対策

「STOP︕感染拡⼤」緊急メッセージ
⑤医療・福祉施設や職場などで感染者が発⽣した
ら、速やかに関係者全員のＰＣＲ検査を実施し、
陽性者を隔離しましょう

「STOP︕感染拡⼤」緊急メッセージ
⑥感染症専門医等による現地指導を受け、
施設内のゾーニングや消毒などを徹底しましょう



Ⅲ 医療提供体制
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Ⅲ 医療提供体制
入院病床の状況

19

（床）病院名 ４月８日時点

4

80

74

34

14

12

37

38

376

2計

奈良県総合医療センター奈良県総合医療センター奈良県総合医療センター奈良県総合医療センター奈良県立医科大学附属病院奈良県立医科大学附属病院奈良県立医科大学附属病院奈良県立医科大学附属病院
奈良県西和医療センター奈良県西和医療センター奈良県西和医療センター奈良県西和医療センター市立奈良病院市立奈良病院市立奈良病院市立奈良病院

民間病院 B民間病院 B民間病院 B民間病院 B

済生会中和病院済生会中和病院済生会中和病院済生会中和病院大和高田市立病院大和高田市立病院大和高田市立病院大和高田市立病院生駒市立病院生駒市立病院生駒市立病院生駒市立病院
宇陀市立病院宇陀市立病院宇陀市立病院宇陀市立病院済生会奈良病院済生会奈良病院済生会奈良病院済生会奈良病院国保中央病院国保中央病院国保中央病院国保中央病院(独)地域医療機能推進機構(独)地域医療機能推進機構(独)地域医療機能推進機構(独)地域医療機能推進機構大和郡山病院大和郡山病院大和郡山病院大和郡山病院民間病院 A民間病院 A民間病院 A民間病院 A

12

11

(独)国立病院機構(独)国立病院機構(独)国立病院機構(独)国立病院機構やまと精神医療センターやまと精神医療センターやまと精神医療センターやまと精神医療センター
(独)国立病院機構(独)国立病院機構(独)国立病院機構(独)国立病院機構奈良医療センター奈良医療センター奈良医療センター奈良医療センター

南奈良総合医療センター南奈良総合医療センター南奈良総合医療センター南奈良総合医療センター

4

30

10

6

8
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入院病床の占有率の状況
令和３年４⽉７日時点

入院病床 ３７６床
使用病床 ２３３床

空き１４３床
占有率６２％

Ⅲ 医療提供体制



入院病床の状況入院病床の状況

重症対応病床の状況
（床）

病院名 ４月８日時点

南奈良総合医療センター南奈良総合医療センター南奈良総合医療センター南奈良総合医療センター

市立奈良病院市立奈良病院市立奈良病院市立奈良病院

計

奈良県立医科大学附属病院奈良県立医科大学附属病院奈良県立医科大学附属病院奈良県立医科大学附属病院

奈良県総合医療センター奈良県総合医療センター奈良県総合医療センター奈良県総合医療センター

奈良県西和医療センター奈良県西和医療センター奈良県西和医療センター奈良県西和医療センター

大和高田市立病院大和高田市立病院大和高田市立病院大和高田市立病院

民間病院 B民間病院 B民間病院 B民間病院 B

30

2

2

14

6

2

2

2

Ⅲ 医療提供体制
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重症対応病床の占有率の状況
令和３年４⽉７⽇時点

重症対応病床 ３０床
使用病床 ７床

空き２３床
占有率２３％

Ⅲ 医療提供体制
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４月８日時点

東横INN奈良新大宮駅前 東横INN奈良新大宮駅前 東横INN奈良新大宮駅前 東横INN奈良新大宮駅前 114

（旧）ホテルフジタ奈良 （旧）ホテルフジタ奈良 （旧）ホテルフジタ奈良 （旧）ホテルフジタ奈良 69

ビジネスホテル大御門ビジネスホテル大御門ビジネスホテル大御門ビジネスホテル大御門 53

236計

施設名

宿泊療養の状況

（室）

Ⅲ 医療提供体制
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令和３年４⽉７⽇時点

空き５８室
占有率７５％

宿泊療養の占有率の状況

入所室数 ２３６室
使用室数 １７８室

Ⅲ 医療提供体制



Ⅲ 医療提供体制
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令和３年４月７日時点入院・入所準備中の感染者の状況
（名）



153名
30.8%

286名
57.7%

46名
9.3%

6名
1.2%

1名
0.2%

3名
0.6％ 1名

0.2％

R3.3.1～～～～R3.3.31

当日

翌日

翌々日

3日目以降

陽性判明時に退院基準を満た
した者
拒否

陽性判明時に死亡の者 26

Ⅲ 医療提供体制
感染者の感染判明から入院・入所までの日数

61名
65.6%

29名
31.2％

3名
3.2%

第一波（第一波（第一波（第一波（R.2.1.28～～～～5.27））））

248名
47.9%253名

48.8%

11名
2.1%

4名
0.8%

2名
0.4%

第二波（第二波（第二波（第二波（R2.7.4～～～～10.25））））

641名
23.4%

1786名
65.1%

187名
6.8%

35名
1.3%

26名
0.9%

63名,2.3% 4名,0.1%
第三波（第三波（第三波（第三波（R2.10.26～～～～R3.2.28））））
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Ⅲ 医療提供体制
感染者の感染判明から入院・入所までの日数（R3.4.5時点）

29名
15.1%

42名
21.9%

38名
19.8%12名

6.3%1名
0.5%

69名
35.9%

1名,0.5%R3.4.1～～～～4.5当日
翌日
翌々日
3日目以降
陽性判明時に退院基準を満たした者
入院・入所調整中
拒否
陽性判明時に死亡の者

21名
30%

15名
22%

24名
35%

8名
12%

1名
1%

入院・入所調整中の感染者の
陽性判明時からの経過日数

１日目
２日目
３日目
４日目
５日目



➢ 県内病院に、追加のコロナ対応病床の確保を働きかけ

➢ 現在運用している宿泊療養２３６室（３施設）に加え、
新たな宿泊療養施設１８０室を確保済み
４月中下旬の運用開始に向け準備中

更に、複数の宿泊施設と調整中

28

Ⅲ 医療提供体制

感染された全ての方に入院治療、宿泊療養を提供するため、
入院病床、宿泊療養施設を増やします。

奈良県⽅針



Ⅳ 変異株への対応
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Ⅳ 変異株への対応

変異株とは、英国、南アフリカ、ブラジルなどで
確認されている 従来より感染力が高いとされ
ている新型コロナウイルスです。

県内での変異株の感染が増加しています。現
在、県内で確認されている変異株は、英国で確
認されている変異株です。

30



Ⅳ 変異株への対応

247人
14%

1552 人
86%

大阪府

陽性者数148名

22人
15%

120 人
85%

奈良県
262人
38%

436 人
62%

兵庫県

陽性者数187名

24人
16%

122 人
84%

京都府

陽性者数8名

20人 49%

21 人
51%

滋賀県

陽性者数0名

44人 96%

2人 4%

和歌山県

陽性者数25名

奈良県の変異株検査実施率は15％で、大阪府・京
都府とほぼ同様です。今後、さらに検査数を増やし、
実施率を高めます。

陽性者数18名

変異株検査状況（３月第４週 ２２日～２８日）
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Ⅳ 変異株への対応
変異株のスクリーニング検査は、検査数が少ないため
変異株流行度合いを評価することは困難です。この
ため、今後、検査数を増やします。
変異株陽性者の接触者等を対象にした疑い検査で
は、陽性率が１００％となっています。

変異株検査陽性率（３月第４週 ２２日～２８日）
スクリーニング検査

15人
100%

検査数15名

3人 43%

4人
57%

検査数7名

疑い検査
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Ⅳ 変異株への対応
近畿圏では、ゲノム解析した変異株陽性者の全てが、英国株
となっています。

変異株ゲノム解析結果（３月３０日時点）

13件
100%

奈良県

130件
100%

大阪府

181件
100%

兵庫県

24件
100%

京都府

4件
100%

滋賀県

2件
100%

和歌山県
ゲノム解析数 13件 ゲノム解析数 130件 ゲノム解析数 181件

ゲノム解析数 24件 ゲノム解析数 4件 ゲノム解析数 2件 33



英国株の特徴

・従来株と比較して、感染力が高い

・従来株の感染で獲得した免疫は有効

・ワクチンの効果は期待できる

・重症化リスクについては不明
（国において評価中）

34

Ⅳ 変異株への対応

国立感染症研究所より

➢「STOP︕感染拡⼤」緊急メッセージ⑦へ
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Ⅳ 変異株への対応

変異株の流行状況を適切に評価するために、
変異株検査の実施率を高めていきます。

奈良県⽅針

「STOP︕感染拡⼤」緊急メッセージ
⑦近畿圏内で流⾏している変異株は英国株です。

感染⼒が強いため、今まで以上に用心しましょ
う。



Ⅴ ワクチン接種の推進状況
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患者を受け入れている病院（3月8日開始）

疑い患者受け入れ病院
その他の病院 （4月中旬開始）
その他の医療機関等

1
37

Ⅴ ワクチン接種の推進状況
３ 月 ４ 月 ５ 月 〜

医
療
従
事
者
等

〔現在の接種状況〕
（4/5 時点）
1回目接種10,655人
2回目接種 3,124人

高

齢

者

高 齢 者（4月１２日接種開始）

奈良県への⾼齢者向けワクチン到着予定
４月８日 約 1,000人分
４月１２日の週 約 5,000人分
４月１９日の週 約 5,000人分
４月２６日の週 約 19,000人分
４月到着分計 約 30,000人分

６月末までに全ての高齢者約3,600万
人に２回接種できるワクチンを順次
お届けする。
（３.12河野大臣発言）
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Ⅴ ワクチン接種の推進状況
接種後の副反応に関する相談体制を構築

奈良県新型コロナワクチン副反応コールセンター
【３月２５日（木）開設】
ＴＥＬ ０１２０－９１９－００３
ＦＡＸ ０７４２－３６－６１０５
メール nara-vaccine@bsec.jp

時 間 ９︓３０〜１９︓００（平⽇、⼟⽇祝）
4月12日からは、24時間対応

副反応に関する受診体制を整備
○ 副反応による受診を希望する県⺠への対応として、

協⼒医療機関を確保。（４月５日現在53病院・321診療所）
○ 協⼒医療機関で対応が難しい場合は、専門医療機関

（県⽴医⼤附属病院、県総合医療センター）で対応
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○吉野郡医師会と吉野町、大淀町、下市町が実施するシミュ
レーションに、県も参画。
○マニュアルに基づいた会場運営を⾏い、段取りの確認と、
課題を検証。

ワクチン集団接種シミュレーションを実施
Ⅴ ワクチン接種の推進状況

１．実施主体 吉野郡医師会・３町（吉野町、大淀町、下市町）
（協⼒） 奈良県・南和広域医療企業団

２．日時 令和３年４⽉１０日（土） 午後２時〜

３．場所 南奈良看護専門学校体育館



Ⅵ ひとり親のご家庭等への支援
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③ ひとり親家庭の家賃に対して月額40,000円（上限）を貸付け（55）

（令和３年４月９日専決処分（予定））

３,０９５百万円（国庫支出金3,075百万円、一般財源21百万円）

令和３年度補正予算令和３年度補正予算令和３年度補正予算令和３年度補正予算

内内内内 容容容容

＜問い合わせ先＞① こども・女性局 奈良っ子はぐくみ課 石川補佐（内線２８８５）②③こども・女性局 こども家庭課 中川補佐（内線２８７１）④ 福祉医療部 地域福祉課 塩野補佐（内線２８１４）表示単位未満で四捨五入しているため、数値の計と合計が一致しない場合がある

（単位：百万円）

① 低所得の子育て世帯に、児童１人あたり50,000円を給付（180）

② ひとり親の就業を促進するための給付金制度について、より短期の受講

期間の訓練を対象に加えるなど、制度を拡充（60）

④ 生活福祉資金の申請受付期間延長に伴い、貸付原資を積み増し（2,800）
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Ⅵ ひとり親のご家庭等への支援


